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懲罰について（通知）

下記大会の規律・フェアプレー委員会において、下記のとおり罰則を審議決定しましたので関係各位に通知いたします。関係者におかれましては、出場停止処分を受けたチームが出場する直近の試合で下記罰則を実施して頂きたくお願いいたします
チームにおかれましては、罰則の確実な実施に留意してください。

なお、この懲罰処分に関し日本サッカー協会不服申立委員会に不服申立を行うことができます。

記

大会の名称　　　
試合の期日　　　
試合の相手　　　
懲罰対象者　　　
所属チーム名　　
罰　　　則　　　公式試合　　　試合の出場停止
罰則基準　　　　【　－　（　）】
罰則の理由

　　　
　処分消化後は別紙により報告してください
懲罰基準の運用に関する細則第３条【出場停止処分の適用範囲】

①　選手、監督、コーチ、役員、職員その他の関係者（以下「選手等」という）が出場停止処分を受けた場合、フィールドの他、ベンチ、ロッカールーム等の区域(ADカード等の入場証が使用される競技会の場合、そのカード等によって立ち入りが制限される区域)に立ち入ることはできないものとする。
②　出場停止処分を受けた選手等は、観客席で試合を観戦することはできるが、携帯電話等の機器を使用する等の一切の方法により他の選手等へ指示・助言を行う事は出来ないものとする。
この懲罰処分に対して、日本サッカー協会不服申立委員会に対し不服申し立てをすることができます。
１　不服申立（懲罰規程第３３条）

　本協会の規律委員会若しくは裁定委員会又は都道府県協会等の規律委員会（以下、本節においては「第一審委員会」とする）によって科された懲罰（以下、「原懲罰」という）について、当該懲罰を科された個人又は団体は、本節の定めに従い、本協会の不服申立委員会に対し不服申し立てを行うことができる。
２　不服申立の理由（懲罰規程第３６条）抜粋
申立人は、原懲罰が懲罰の決定に影響を与え得る事実認定の誤りに基づくものである場合又は原懲罰の決定において規程の適用に誤りがある場合に、不服申立を行うことができるものとする

３　不服申立の手続き（懲罰規程３５条）抜粋
（１）不服申立を行おうとする個人又は団体は、原懲罰の伝達を受けた日から３日以内（通知を受けた日を含む）に、不服申立を行う意思を行う意思を書面（不服申立書）により、本協会不服申立委員会事務局まで通知しなければならない
（２）原懲罰の伝達を受けた日から１０日以内（通知を受けた日を含む）不服申立の理由を書面（理由書）により本協会事務局に通知しなければならな　　　　　　　　い

（３）不服申立の手数料として１万円を納付しなければならない
４　不服申し立てができる原懲罰（懲罰規程第３４条）
（１）　３試合以上の出場停止処分、公的職務の停止・禁止・解任又はサッカー関連活動の停止・禁止
（２）　２ヶ月以上の出場停止処分、公的職務の停止・禁止・解任又はサッカー関連活動の停止・禁止
（３）　百万円以上の罰金

（４）　下位ディビジョンへの降格

（５）　２点以上の勝点の減点

（６）　没収

（７）　賞の返還

（８）　観衆のいない試合の開催
（９）　中立地における試合の開催
（10）　競技会への参加資格の剥奪

（11）　新たな選手の登録禁止

（12）　除名

（13）　前各号に掲げるもののほか、懲罰効果において実質的に前各号のいずれかと同等か又はそれ以上と判断される処分
